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一般事項

 施工前に本書を一読すること
 刃の部分で怪我をしないように十分に注意すること
 作業は、その地域や国の資格や施工責任者の承認を得た作業者が行ってください
 本来の用途以外の使用を禁じます、また適用範囲を守ってください

各部の説明

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

記号 名称
Ａ ケーブル固定ノブ
Ｂ ブレード深さ調整ノブ
Ｃ ブレード角度調整ダイアル
Ｄ 切断刃（交換可能）
Ｅ ケーブル固定具（交換可能）
Ｆ 回転用ハンドル

※必ず適用範囲を守ること

絶縁体外径15〜52mm、厚み0～15mm

１）絶縁体剥ぎ取り作業の流れ
１．絶縁体の切断終了位置にペンなどでマーキングをする
２．ケーブルの断面に合わせて、Aを回転させてケーブルの絶縁体を仮固定する

最初はＤのブレードが絶縁体の先端部に当たらない位置で固定すること
３．Ｂを回転させて、ブレードが導体に接触しないよう位置に目視しながら調整する
４．Ａを少し緩めて、刃が絶縁体と接触するようにずらし、Ａを締めて固定する
５．Ｃのダイヤルを０にセットし、Ｆのハンドルを持って工具を半時計回転させ、ブレードの

深さが適切かどうかを確認する。不適切な場合には再度工程２へ戻って微調整する
６．適切なブレード深さが確定したら、Ｃのダイヤルを１にし工具を切断終了位置側に

押しながら、手前から見て時計回りに回転させる（切断の開始）
７．絶縁体がきれいにらせん切断できた場合には、作業者の好みでＣダイアル数字を大きく

切替えすると、1回転で剥ぎ取る絶縁体の幅が大きくなります
８．切断位置を常に確認しつつ、ブレードがマーキングに到達したら回転を止めて、Ｃの

数字を０にし円周切断に切り替え、絶縁体切断を終了する
９．作業が完了したら、Aを緩めケーブルから外す
※注意事項：絶縁体や導体が変形している場合にはうまく施工ができません

https://youtu.be/0DgbyG8bgTs?t=15

※参考動画へのリンク及びスマホ用QRコード（youtubeへ移動します）

インターケーブル社認定日本販売元
株式会社 北海道ダイエィテック

TEL011-667-1020
info@h-det.com

https://youtu.be/0DgbyG8bgTs?t=15

IMSⅡ

		記号 キゴウ		名称 メイショウ

		Ａ		ケーブル固定ノブ コテイ

		Ｂ		ブレード深さ調整ノブ フカ チョウセイ

		Ｃ		ブレード角度調整ダイアル カクド チョウセイ

		Ｄ		切断刃（交換可能） セツダン ハ コウカン カノウ

		Ｅ		ケーブル固定具（交換可能） コテイ グ コウカン カノウ

		Ｆ		回転用ハンドル カイテン ヨウ
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2）ブレードの交換（替刃は別売品）

１．Ｂのダイヤルを時計回りに回転させ
写真の黄色枠部分を露出させる

２．付属のレンチでネジを緩め、ネジを外す
３．ブレードを外し、交換する
４．新しいブレードを取付け、ネジをきちん

締付ける

※六角ネジがなめないように注意する
※鋭利な刃で怪我をしないように注意する

作業の流れのイメージ

3）長くお使い頂くために
• 作業が終了したら工具を清掃する
• ブレードに付着した汚れなどは除去する
• ブレードが導体に当たらない作業をする
• ダイアルはノブは乱暴に回転させない

4）保証及び修理に関して
本製品は新品購入時の不良不具合に関してのみ、新品との交換のみを行います。
使用後の保証及び損害に関しては一切の責任をもたないものとします。瑕疵の保証は1年とします。
修理に関しては、インターケーブル社工場（イタリア）で行い、輸送費や作業費用はお客様の
ご負担となります。また、修理不可能な場合でも輸送費ご負担は発生いたします
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